
令和元年度小田原市立豊川小学校内装木質化改修基本設計・実施設計業務 プロポーザル提案書

児童を育み地域をつなぐ豊川小学校木質化計画
テーマ1 過去２校の木質化実施内容を踏まえたうえで、学校木質化事業の更なる可能性が感じられる

　　　 　 具体的な提案について

豊川小学校を木質化を通じて、より良い教育環境の整備と地域の活動拠点としての整備を行います。過去
2校の木質化実施内容を踏まえたうえで、豊川小学校ならではの木質化内容をご提案いたします。

地域との情報交流・活動の場となる地域ラウンジ３

他学級の児童との交流の場となる廊下２

 魅力的な学びの場、生活の場としての普通教室 １

児童の活動拠点となる普通教室

児童の交流の場所となる廊下

地域の活動拠点となる地域ラウンジ

　児童が一番長い時間を過ごす普
通教室を木質化することで効果的
な木質化を行います。
天井の梁型と照明カバーの木質化
を行い、授業中常に目に入る位置
に木質化を行います。
　木の断熱性を活かし、窓下の腰
壁の木質化を行うことで温熱環境
を向上させます。
　また、教室と廊下の間仕切り壁
を既設建具の骨組みを残して撤去
して、木の板壁パネルを骨組みに
嵌め込むことで、普通教室と廊下
の双方に対して木質化を行います。

　休み時間の活動の場となる廊下
も効果的な木質化の対象と考えま
す。
　木質化したニッチを設け、児童
が安心できる居場所や学習形態の
多様化に対応した場をつくります
　西棟は片廊下の幅を活かし、教
室との間の板壁パネル(作品の展
示台やベンチ付属)を設置して、
交流の場として充実させます。
　東棟は中廊下特有の暗さを緩和
するため、教室越しに採光(ガラ
ス框戸の間仕切り、展示ケースと
なる間仕切り)を確保します。ま
た、柱の角へのコーナーガードと
掲示機能を兼ねた柱パネルの設置
を行います。

。

　地域コミュニティの活動が活性
化するために、拠点となる地域ラ
ウンジを設けます。地域の方が気
軽に訪れられ、かつ放課後児童ク
ラブや放課後子供教室のある東棟
の昇降口の一部とします。
　部屋として区切るのではなく腰
高程度の収納ボックスで緩やかに
領域をつくります。地域の方との
交流の中で児童の社会性が育まれ
ます。
　床は傘立て用の穴や段差を考慮
し、すのこによる小上がりとして
縁側のような空間をつくります。
校門のあるグラウンドに面するの
で、防犯対策としての効果が期待
できます。
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テーマ２　 児童が長く木のぬくもりを効果的に感じることができる提案に
　　　　　  ついて

児童の活動拠点である普通教室と休み時間の交流の場となる廊下や毎日利
用する階段などを重点的に木質化をします。

テーマ３　 地域コミュニティ組織の活動拠点として、地域と学校が連携・
　　　　 　 協働できる機能的で効率のよい空間利用の提案について

地域とともにある学校として、木質化されたぬくもりのある地域活動スペ
ースを充実させます。

西棟と東棟の結節点で折れ曲がる部
分は、幅が広く児童が自然に集う場
所であるため、木質化されたあたた
かい居場所にします。

PTA会議室・スクールボランティア室と
して活用されていた部屋を拡張して大空間
とし、ワークショップなど地域活動が行い
やすい部屋を確保します。また現在廊下に
置いている郷土資料を展示できるように設
えます。また、対面の増築棟用の廊下も一
体的に使えるように可動域の大きい3枚建
引戸に建具を変更します。

スクールボラン
ティアの方々が
良い環境で活動
出来るよう、中
廊下の環境を良
くします。
ガラス框戸で教
室越しの採光を
し、柱パネルで
明るくぬくもり
のある空間にし
ます。

地域の方々が気軽に立ち寄り交流できる地域ラウンジです。少人数での打合
せやイベントスペースとしての利用も想定します。立った状態で視線の抜け
る高さの棚で緩やかに仕切ることで児童にも開かれたスペースとします。床
や壁はすのこを使い施工性を高めます。独立柱には端材でつくる寄せ木パネ
ルで仕上げ、小田原の伝統を感じさせる空間とします。

木質化の難易度の高い天井は、梁や既存の照明を木でカバーする施工性の
良いつくりとします。壁面の木質化により、寄りかかりたくなる壁面とし
ます。

N東 棟西 棟

梁側面の羽目板
照明木カバー

羽目板腰壁

板壁パネル

グラウンド側に大きな
開口を持つ明るく開放
的な階段スペースをギ
ャラリー空間として活
かします。パネル化さ
れた掲示板パネルを目
線の高さに合わせて設
置します。上り下りが
楽しくなる階段ギャラ
リーとします。

展示棚板

水場パネル

ベンチ

アイストップパネル

児童用収納棚

教材収納棚

ルーバーパネル

洞穴ベンチ

教材と児童のための収納スペースの
奥に木に囲まれた小さなカームダウ
ンスペースとなるニッチをつくりま
す。

掲示板パネル

展示間仕切り
3枚建引戸

展示台すのこ

フローリング
羽目板腰壁

照明木カバー

ガラス框戸

柱パネル

照明木カバー

照明木カバー 寄せ木パネル

すのこ棚

すのこ床

すのこ壁

テーブル・ベンチ
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4層連なる掲示板 :機能調整箇所
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廊下の端の静かな環境を活かしたオープンな学
習スペースとして整備
扉をホワイトボード仕様とした壁面収納を設置

間仕切りを撤去し、
オープンな図書スペースとして整備

準備室の道具を見せる
展示間仕切り

床と腰壁を木質化し、
ワークスペースとしても利用も可能

図工準備室を整理縮小し、
多目的に使える大空間を確保

靴箱の一部を寸法に余裕のある
西棟の昇降口に移設



■フロントローディングによる手戻りのないプロセス

■木材使用量
木材を歩留まり良く、かつ、コスト
を抑えた工法とすることで、支給可
能な地域産木材２０㎥を最大限活用
し、地域産木材の利用拡大と教育環
境改善に取り組みます。

テーマ４　 事業継続を踏まえたコスト縮減や工期短縮の提案について 木質化カタログ
力強く温かい間仕切り１ ２

かんたん施工照明カバー

児童のさまざまな活動に応えるニッチ

適材適所の木材利用３

９

７ 階段ギャラリー

■オフサイトで施工可能なパネル
柱や梁、間仕切り壁など同一寸法の
繰り返しを活かし、オフサイトで施
工可能なパネル化を積極的に行い、
工期を短縮します。

テーマ５　 より多くの支給材を効果的かつ明瞭に使用し、歩留まりを向上させた提案について

児童が日常的に過ごす場所を重点的に木質化を行いま
す。木材を見て・さわって・包まれて、といったよう
に多様な木の感じ方ができるように工夫します。

■歩留まりの良い木材利用

既存の仕上げを撤去してから設置す
るのではなく、既存の仕上げの上か
ら覆う改修の仕方を徹底することで
撤去にかかるコストを縮減し工期短
縮を可能にします。

■カバー工法による効果的な改修

６ 木漏れ日ルーバー

道具が見える展示間仕切り８

５ 断熱性を活かした木壁掲示柱パネル/やすらぎ梁４

また、学校や地域
の関係者の参加の
機会を積極的に設
け、学校の改修内
容や維持管理への
関心を高めること
で、地域とともに
ある学校を目指し
ます。

計画の初期段階で学校側、行政側、地域側と積極的
にヒアリングや意見交換を行い、課題を共有した上
で詳細計画を進めます。手戻りなく円滑に業務を行
います。

工場

学校

パネル化

設置

■児童の居場所への重点的な木質化

東棟教室
7室(14箇所)

西棟教室
15室(30箇所)

■材の厚みを活かした加工
材の厚みを活かして表面加工を行
い、より豊かな木の表情をつくり
ます。手に触れる効果的な箇所に
採用します。

教室と廊下の間仕切
りに利用する板壁パ
ネルにおいて、西棟
と東棟の部屋のモジ
ュールの違いに着目
し長さ4,200の供給
材を無駄なく使いま
す。厚み40mm、
幅120mmのまま3
分割だけ行います。
取付けは既存のスチ
ール枠との間の調整
材で寸法の微調整を
行います。

3分割

1,500
1,500 1,200

4,200

■虫害材の教育効果
虫害材はウッドパテで補修した
上で、その他の木材と同じよう
に利用します。間仕切りパネル
等両面から木材が見える部分に
おいても、虫害材が一般材と同
じように力強く利用されること
で教育的効果と虫害材の需要の
開拓に繋げます。

見る さわる 包まれる

設計者

学校

地域 行政

・施設管理者
・教職員
・児童

・PTA
・地域組合

・市担当者

梁

既存天井

新設
木板

テーマ１ 過去２校の木質化実施内容を踏まえたうえで、学校木質化事業の更なる可能性が感じられる具体的な提案
テーマ２ 児童が長く木のぬくもりを効果的に感じることができる提案
テーマ３ 地域コミュニティ組織の活動拠点として、地域と学校が連携・協働できる機能的で効率のよい空間利用の提案
テーマ４ 事業継続を踏まえたコスト縮減や工期短縮の提案
テーマ５ より多くの支給材を効果的かつ明瞭に使用し、歩留まりを向上させた提案
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スチール枠

ベンチ

展示台

掲示用ゴム 調整材

板倉工法によ
る高強度の板
壁パネル

廊下に面した奥行きの浅い
ニッチ。ホワイトボード壁
を設け、少人数授業に対応
します。

突き当りに設けるニッチ。
小断面の繊細な木に包まれ
た空間とし、カームダウン
スペースとして使います。

屋
外

教
室

温
度

低

高

木板

木材の断熱性を活かして、
教室の窓下の腰壁に木板を
重ねて張ることで窓側席の
温熱環境を向上させます。

老朽化したトップライトの
ルーバーを木ルーバーに取
り替えます。

明るく開放的な階段は児童
の作品掲示に向いており、
木質掲示板を段差に合わせ
て設置し、掲示スペースを
増やします。

支給木材
木質
掲示ボード

普段は目にすることのない
準備室の道具を見ることで
児童の教科に関する関心を
高めます。また、中廊下の
閉塞感を緩和します。

断
熱
効
果

既設照明
を再利用

シンプルな木のカバーを既
設照明に取り付けます。施
工難易度の高い天井に対す
る簡易的施工が可能な木質
化です。

シンプルな
木カバー

●基本⽅針策定
・⽊質化の効果検討
・地域活動拠点化の⽅針
・地場産材の活⽤⽅針
・模型製作
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【調査】
●既存図調査

●現地調査

●要求・法令上諸条件
 の確認 ※以降必要に応じて追加調査を⾏う。

【設計】

●基本設計
・⽊質化ﾒﾆｭｰ
・平⾯計画
・⽊材使⽤量

●実施設計
 設計図書、仮設計画、⼯程表

●試作品製作
まとめ

概算
積算 意匠/構造

電気/機械

●関係者意⾒交換会 WS
１

【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ/意⾒交換会】 ※⽊材関連業者にはWS対応だけでなく地
場産材に関するヒアリングを適時⾏う。

●基本⽅針説明 ●実施案説明ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ企画⽴案 WS
3

WS
2ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ準備 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ準備

反
映

ﾋｱﾘﾝｸﾞ内容
をﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

調査・ﾋｱﾘﾝｸﾞと設計のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸをｽﾑｰｽﾞに⾏い
計画案に反映して設計の密度を上げます。

説
明

WS１：児童対象の校内探検会。
          ⾝近な環境に⽬を向ける機会とする。
WS２：既存靴箱の研磨+塗装
WS３：端材や⾍害材を⽤いた寄せ⽊パネル製作

初期から継続的にﾋｱﾘﾝｸﾞ及び説明を
⼗分⾏い意⾒を計画案に盛り込みます。

⼯場での製作開始。モジュールを活か
して多くの部材を製作しておきます。

混み合いが想
定される中廊
下の柱に対し
て、コーナー
ガードと掲示
機能を与えま
す。
無機質で武骨
なコンクリー
ト梁をぬくも
りある表情に
します。

支給木材を虫害材や節の程度によって分けると、選り分け
手間がかかり、さらに節を避けて利用することで歩留まり
が悪くなる恐れがあります。手に触れる箇所へは塗装やパ
テ埋めを行い、C材を他の材と同等に扱うことで見栄えも
良く機能的にも問題の無い使い方を示します。

児童にも安
全な自然塗
料を使い、
木の表情を
整えます。

虫害や節の
孔はパテ埋
めして手触
りを整えま
す。

児童を対象とした校内探検会を
提案します。児童にっては身近
な環境に目を向ける機会となり
探検会で見つけた課題を設計内
容に反映します。

WS１:校内探検会

WS３:端材でつくる寄せ木パネルワークショップ

児童により焦げ茶で塗装さ
れている既存靴箱を研磨し
て木本来の表情を取り戻し
ます。

タイル厚にカッ
トした端材を用
意します。

児童による300角
程度の寄せ木パネ
ルを作成します。

地域の方の協力
を得て昇降口の
柱に張ります。

学年毎に違う色で木目の残
る塗装を塗り、児童が分か
りやすくぬくもりを感じら
れる靴箱にします。

WS２:既存靴箱のリニューアルワークショップ

、

20.0

、


